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研究成果の概要（和文）：福井県内の高等教育機関連携プロジェクト「Fレックス」で形成している学習共同体を利用
し，真正な学習環境を構築する実践研究を行った．Fレックスの基盤システムである，オープンソースのLMS（Moodle）
，eポートフォリオ（Mahara），SNS（OpenSNP）を連携した授業や学生支援の設計を行い，学習効果を分析した．真正
な評価方法であるeポートフォリオの実践事例を増加させるため，MaharaユーザコミュニティやMaharaオープンフォー
ラムの運営に関わっている．

研究成果の概要（英文）：We designed learning environment which uses the learning community in F-LECCS(Fuku
i Learning Community ConSortium) for Authentic Learning.
We studied the instructional design which cooperated LMS (Moodle), e-portfolio (Mahara), and SNS (OpenSNP)
.
We are managing the Mahara user community and the Mahara open forum in Japan in order to make the practice
 example of e-portfolio used for Authentic Learning.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1)真正な学習 
行動主義や認知主義などの従来の学習理論
において「学習」は，教師から学生に知識を
伝達し，学生がそれを獲得するものであった．
しかし，新しい学習理論である，構成主義，
社会的構成主義においては，知識は伝達され
るものではなく，個人またはグループの中で
構成されるものとなり，学習は学習者が中心
となり自律的・能動的に進められるという考
え方に変化した．この新しい学習観に基づく
学習を「真正な学習」と呼ぶが，授業の中で
真正な学習を目的に協調学習等を実施する
場合，その評価者は教師やクラスメートにと
どまり，どうしても学校という枠組みからみ
た評価が主流になってしまう．そこで，本研
究では，福井県内大学間連携プロジェクト
（Ｆレックス）で構築している学習支援シス
テム（SNS, LMS, e ポートフォリオ）を利用
して，Ｆレックス内に学習成果物を公開し，
その参加者に評価してもらうことにより多
様な意見を評価に組み込み，真正な学習を行
う環境を構築しようというのが，研究の意図
である． 
 
(2)学習共同体 
前述の社会的構成主義では，学習は個人の頭
の中だけで起こるのではなく，共同体の中の
営みとされている．それゆえ本研究では，学
習共同体を意識し，学習支援システムを効果
的に利用しながら研究を進めていく．授業内
部の共同体の中でのコミュニケーション，お
よび，多様な評価を行う外部共同体とのコミ
ュニケーションは，学習支援システムを利用
して実施する． 
 
２．研究の目的 
(1) 真正な学習への外部の多様な評価の効果 
通常の授業の場合，評価者は担当の教師かク
ラスメートになることは前述したが，一方，
外部に多様な評価者を求めると，一般的には，
インターネットに学習成果物を公開すると
いうことになり，無責任な評価が返ってくる
ことにもなりかねない．その点，Ｆレックス
の参加者は，福井県内の高等教育機関の構成
員か，参加を希望した地域住民であり，さら
に完全実名制なので，比較的安全に多様な評
価が得られる環境となっている．このような
環境を利用して，外部共同体により評価を受
けた場合，学生の学習にどのような効果があ
るかは，こういった中程度に開かれ，学生に
とって安全な環境を構築するのが難しいこ
ともあり，今まで調べられたことは無い．こ
ういった中程度に開かれた環境に関する基
礎的データを収集し分析を行うことは，教
育・学習分野へ新しい方法論を提案すること
につながると確信している． 
 
(2)授業内の共同体と授業外の共同体を結ぶ
という観点 

教育・研究に授業内の共同体を利用するとい
う研究は数多く存在するが，SNS 等の学習支
援システム全体を教育・研究に利用するとい
う研究はほとんどない．本研究は，この２つ
の種類の共同体を，学習成果物と評価という
視点を使って結ぶことにより，学習支援シス
テム全体を，教育・学習の環境として利用す
ることを可能にする．そして，学習内容等の
学習共同体の内部の物差しと，ネットワーク
指標などの外部の物差しの双方から相互作
用を測定することは，今後の学習共同体の研
究方法論に独創的な手法を提供することに
なると考えている． 
 
３．研究の方法 
(1)外部共同体を利用した学習デザインの構
築 
①学習共同体および学習支援システムを利
用した学習理論を探るため，学習理論の最新
の文献調査，および国内外の関係学会（日本
教育工学会，教育システム情報学会，情報処
理学会等）へ最新事例の調査を実施する． 
②真正な学習のための学習デザインの構築 
平成 20 年度から福井県内の 6 つの高等教育
機関（平成 22 年度より 7 機関）で実施して
いる戦略的大学連携支援事業（Ｆレックス）
により構築した基盤システムを用いる．Ｆレ
ックスでは，平成 21 年度 4 月から SNS，
LMS，e ポートフォリオを共同利用している． 
 真正な学習を行うため，授業における学習
共同体（内部共同体）を構築する．社会的構
成主義における学習であるグループワーク
や CSCL（Computer Supported 
Collaborative Learning）に時間を割くため
にも，行動主義や認知主義における学習であ
る講義は LMS（Learning Management 
System）上に自学自習用教材として設置する．
また，自己評価・他者評価を行うため，e ポ
ートフォリオを組み合わせる．インストラク
ショナルデザインの知見を活かして，統合的
な学習デザインを構築する． 
③外部共同体を利用した真正な学習デザイ
ンの構築 
Ｆレックスの SNS では学習共同体の形成が
進んでいる．平成 21～22 年度におけるＦレ
ックス基盤システムを用いた教育実践を基
に，外部共同体を利用した学習デザインを施
し，授業に反映する．実際の授業において外
部共同体に公開する学習成果物は，スライド
及び口頭発表を撮影した動画， CM 動画， 
Web サイト，卒業研究での制作物等である． 
 
(2) 外部の多様な評価による学習内容の分析 
①外部の多様な評価による学習内容の分析 
平成 23 年度のデータの詳細な分析を行う．
分析方法としては，質問紙法，面接法，観察
法，e ポートフォリオによる自己評価等を複
合的に試すことにより，効果的な指標を導出
する．外部の多様な評価によるフィードバッ
クを活かした学習成果物自体の質の向上お



よび新たな知識・スキル・考え方のインフォ
ーマルラーニングの進度を指標により可視
化する．また，学習の動機づけにおいて，外
部評価による直接的な外的動機づけ同様，外
部共同体に評価される環境にいること自体
による内的動機づけに関する分析を行う． 
②研究成果の発表 
国内の学会（日本教育工学会，教育システム
情報学会），国外の学会（MaharaUK，ELI）
において，平成 23 年度の研究成果の発表を
行う． 
 
(3)外部共同体を利用する学習環境デザイン
の最適化 
①内部共同体と外部共同体の相互作用に関
する分析 
授業に特化した学習共同体（内部共同体）と，
外部共同体を学習成果物により結びつけ，評
価という相互作用を行わせることにより，授
業における内部共同体と学習支援システム
上の外部共同体がどのように変化するかを，
学習内容や複雑ネットワーク指標により測
る． 
②真正な学習のための学習環境モデル構築 
学習環境デザインの最適化を基に，真正な学
習のために外部共同体を利用する学習環境
モデルを構築する． 
③研究成果の発表 
国内の学会（日本教育工学会，教育システム
情報学会），国外の学会（ePIC、E-Learn）
において，平成 24 年度の研究成果の発表を
行う． 
 
４．研究成果 
(1)オープンソース e ポートフォリオ Mahara
の教育利用に関する推進 
真正な学習における評価方法であるeポート
フォリオの実践事例を増加させるため，
Mahara ユーザコミュニティ（以下，MUC と記
す）の運営及び Mahara オープンフォーラム
（以下，MOF と記す）の運営委員を続けてい
る．facebook 上での Mahara ユーザコミュニ
ティの参加者数は約 140 名となり，Mahara の
更新を行っているニュージーランドやイギ
リスのコミュニティとも連携が始まった．
MOF は 2014 年度で５回目となり，日本での
Mahara の教育利用も進んだ．MUC及び MOFは，
日本の Mahara に関する実践共同体の形成に
貢献している． 
 
(2)学習共同体を活用した授業設計 
e ポートフォリオ等を活用して，同じクラス
の学習共同体（内部共同体），他のクラスも
含めた学習共同体（外部共同体）を構築して
いる．内部共同体では，e ポートフォリオを
用いて学習成果物（レポート，プログラム，
ワークシート等）を共有させ，相互評価・自
己評価，リフレクションを行わせている．外
部共同体では，同じテーマでプレゼンテーシ
ョンした他クラスのスライドやブレインス

トーミングをマップ化した用紙等を閲覧さ
せている． 
 
(3)学習共同体を活用した学生支援 
①セメスターごとに，「現在の私」，「卒業時
の理想像」，「セメスターの自己目標と自己評
価」，「半期を振り返って」を文章化して，e
ポートフォリオに入力させている．このペー
ジはクラス内のみ共有・フィードバックさせ
ている．学生アンケートの調査結果によると，
友人の目標や実行体験を参考にして，次セメ
スターの目標が立てられる等，学生の評価は
高い． 
②F レックスで後期に実施している学生意識
調査の分析結果の一部を学生へフィードバ
ックしている．この分析には個人情報も含ま
れるため，学生間での共有はせず，学生個人
及び専攻常勤教員が閲覧可能なeポートフォ
リオのページとしている．2014 年度 4月にフ
ィードバックした学生にアンケート調査し
たところ，分析結果が自分に役立った（「ど
ちらかと言えば」も含む）と回答した学生が
約 90％であった．就職活動における自己分析
として，客観的に自分の強み等を知ることが
できた等，学生の評価は高い． 
 
(4)SECI モデルに基づく授業及び学生支援の
設計 
組織の知識創造を理論化したものとして，野
中らの SECI モデルがある．知識が暗黙知と
形式知の社会的相互作用を通じて創造され
るという前提に基づき，SECI モデルでは次
の４つの知識変換モードを考えている．(a)
個人の暗黙知からグループの暗黙知を創造
する「共同化」，(b)暗黙知から形式知を創造
する「表出化」，(c)個別の形式知から体系的
な形式知を創造する「連結化」，(d)形式知か
ら暗黙知を創造する「内面化」．本研究では，
学習支援システムを活用して，SECI モデル
に基づく学習を設計・運用している． 
 
(5)真正な学習のための PBL（学内授業） 
①真正な学習となるため，簡易的なシナリオ
を用いた PBL（Problem Based Learning）を
導入し，思考のプロセスは eポートフォリオ
に記述させ，リフレクションを行っている． 
②知識偏重や暗記型の一発筆記試験方式を
取りやめ，パフォーマンス評価へ重きを移し
た． 
これらの対応により，学生の動機づけが高ま
り，学習効果が向上した． 
 
(6)真正な学習のためのサービスラーニング 
大学で学んでいる表計算等の情報リテラシ
ーを教える場として，パソコンボランティア
サークルを活用している．社会福祉協議会が
主催する「障がい者のためのパソコン相談
会」にスタッフとして毎月参加し，多様な方
に対して教えることにより，情報スキルのみ
ならずコミュニケーション能力等が向上し



た． 
 
(7)真正な学習のための大学連携型地域協働
学習 
F レックス学習チーム（本研究代表者がリー
ダー）を中心として，高等教育機関の学生が
連携して地域の課題に取り組む地域協働学
習プロジェクトを計画した．2014 年度から福
井市の中山間地域が抱える課題に対して，２
泊３日でフィールドワーク・プレゼンテーシ
ョンを行う．事前学習として，シナリオ型 PBL
によるグループワークを実施する． 
 
(8)e ポートフォリオにおける Learning 
Analytics 
本研究の知見に基づき，e ポートフォリオに
おける Learning Analytics 手法を提案して
いく． 
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